
【オプション機能】AIチャット機能を利用する

実施手順 閲覧したい項目をタップしてください

１．AIチャット機能の概要

２．AIチャット機能の仕組み

６．（AB共通）AI機能利用可能なグループを指定する

７．（AB共通）アプリでAI機能を試してみる

４．（Aのみ）AI機能を利用可能とするグループを作成しユーザを所属させる

５．（Aのみ）コンテンツの公開先にAI機能を利用可能とするグループを設定する

３．（A）新規作成したグループで
AI機能を利用する

３．（B）既存グループで
AI機能を利用する



１．AIチャット機能の概要

AIチャット機能
(オプション機能)

資料タップで引用資料参照

閲覧権限外、重複、更新漏れ等

ノイズがない環境で

精度の高い回答を得られる

音声入出力 AIモデル選択

質問テンプレ 資料外回答

禁止ワード チャットログ

利用者制限 AIモデル制限

生成AIが資料をもとに質問へ回答 膨大な資料から素早く検索可能

ユーザごとの回答出し分け

閲覧可能な資料だけを対象に回答生成
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※ AIチャット機能は、有償オプションをご契約頂くと利用可能になる機能です。現在AI機能に対応しているのは、iOS/iPadOS版アプリのみとなります。

目次へ



２．AIチャット機能の仕組み
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AIチャット機能は、スマートカタログにアップロードされたコンテンツを情報
源としますが、回答の情報源となるコンテンツは、自身が閲覧可能なコン
テンツのうち、AI利用許可グループに対して公開されているコンテンツが対
象となります。そのため、ユーザによって情報源となるコンテンツが異なるた
め、回答も異なる場合がございます。

以下はコンテンツA、B、CがそれぞれのユーザにおいてAI回答の情報源と
なるかを表しております。AI利用許可されているグループ名は青字、許可
されていないグループは赤字で示しています。

AIチャット機能を利用できるユーザは、有償オプションをご契約頂いた事
業者のユーザであり、管理者がコンテンツ管理システムより設定したAI
チャット機能の利用を許可したグループに所属しているユーザです。

利用許可グループと許可されていないグループの両方に所属していても、

１つでも許可グループに所属している場合は機能を利用することが可能
です。

目次へ

AIチャット機能が利用できるユーザ AIチャット機能が参照する情報



３．AIチャット機能を利用させる範囲を選択する
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前項の通り、AIチャット機能を利用するためには、AIチャット機能の利用を許可したグループに属する必要があります。
機能を利用させる範囲について、下記A/Bどちらかを選択し、適宜手順に従ってすすんでください。

新規作成したグループでAI機能を利用する 既存グループでAI機能を利用する

説明

注意事項

新しく作成したグループに対し、AIチャット機能の利用を許可するグルー
プとして指定することで、小規模なユーザおよび管理者にて選定した
ユーザのみAIチャット機能を利用することができます。

P.5へ P.14へ

新しくグループを作成し、所属するユーザを指定する工数が発生しま
す。次項の手順を確認してください。

説明

注意事項

AIチャット機能利用可能グループとして、既存で登録しているグループを
設定することで、すぐにAIチャット機能を利用することができます。

複数グループに所属するユーザがいる場合、ひとつでもAIチャット機能の
利用を許可するグループに属している場合は機能を利用することができ
ます。また、利用人数が増えることで消費チケット数も増加するためご注
意ください。

A B



４． グループを作成しユーザを所属させる
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【手順】 グループ作成のスタートアップ
【参考】 マニュアル 3.10 グループを登録する

まず、AIチャット機能を利用可能とするグループを作成し、作成したグループにユーザを所属させます。
以下マニュアルで手順を確認して実施ください。

AI機能を利用許可するグループの作成 作成したグループにユーザを所属させる

【手順】 ユーザ作成のスタートアップ
【参考】 マニュアル 3.6 ユーザを一括登録、更新する

STEP
1

STEP
２

Aのみ

https://help.sc.visuamall.com/hc/ja/articles/4404821540377
https://help.sc.visuamall.com/hc/ja/articles/360053524173-3-#3.10
https://help.sc.visuamall.com/hc/ja/articles/4404821540377
https://help.sc.visuamall.com/hc/ja/articles/360053524173-3-#3.6


５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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AIチャット機能の情報源とするために、前項で作成したAI利用を許可するグループに対してコンテンツを再公開します。
コンテンツ毎に公開先グループの設定、再公開を実施する場合は本章を実施してください。CSVにて一括で公開先グループの設定、再公開を実施
する場合は P.8 へすすんでください。

コンテンツ管理システムのヘッダーメニュー「コンテン
ツ」をクリックし、コンテンツリスト画面を表示します。対象コンテ
ンツのサムネイル、コンテンツ名、またはコンテンツ変更ボタンをク
リックし、「コンテンツ変更」画面へ遷移します。

「公開対象選択」項目で、公開先グループを設定
します。
「選択」ボタンをクリックして公開対象選択画面へ遷移します。

「公開対象選択」項目で、公開先グループを設定
します。
「選択」ボタンをクリックして公開対象選択画面へ遷移します。

Aのみ

コンテンツ毎に設定する場合

STEP1

STEP2

STEP3



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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公開先グループが選択できましたら、「確認」をク
リックし、コンテンツ変更確認画面へ遷移します。内容に問題
ございませんでしたら「完了」をクリックしてください。
コンテンツ変更完了画面に遷移しますので、「一覧に戻る」をク
リックし、コンテンツリスト画面へ戻ります。

 コンテンツリスト画面に戻ると、対象コンテンツのス
テータス「公開中」がスクロール表示されています。
対象コンテンツのメニュー「再公開」ボタンをクリックして「コンテン
ツ予約公開確認/プッシュメッセージ送信予約確認」画面に遷
移します。

「再公開」ボタンをクリックして、コンテンツの再公開
を実施します。※公開期間や送信メッセージを設定する場合
は適宜入力してください。
「公開登録完了」画面に遷移しますので、「一覧に戻る」ボタン
をクリックして対象コンテンツの再公開は完了です。

P.14へ

コンテンツ毎に設定する場合

Aのみ

STEP4

STEP5
STEP6



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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コンテンツ情報の更新用 CSVファイルにコマンドを記述して、 AIチャット機能の情報源とする複数のコンテンツに対し、一括で 公開先グループにAI利
用許可するグループを追加し、コンテンツを再公開します。

コンテンツ管理システムのヘッダーメニュー「コンテン
ツ」をクリックし、コンテンツリスト画面を表示します。
「更新用CSV」ボタンをクリックして一括更新用の CSVファイル
をダウンロードします。 ローカルにダウンロードされたCSVファイルを開き、更新内容を編集します。 次ページを参照ください。

CSVで一括更新する場合

Aのみ

STEP1

STEP2



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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公開先を変更したいコンテンツの行のみ残し、公開先を変更しないコンテンツは行ごと削除します。1行目のカラムが記載されている行は削除しないでください。
※ ご契約内容によりカラム数が異なる場合がございます。表記と列名が一致しない可能性がありますが問題ございませんので、カラムの位置を変更・追加・削除しないようお願いいたします。

残す

変更対象の
行のみ残す

Aのみ

CSVで一括更新する場合

STEP3



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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 H列「release_group」 公開先グループへ対象のグループ名をフルパスで指定します。（例）/全社/管理者;/全社/AI機能検証
※既存の公開先グループはそのまま残し、「;」の後にAI利用を許可するグループをフルパスで連結してください。
I列「release_start_date」 公開開始日は過去日が入っていると更新できません。空欄にしてください。編集が完了したらCSVファイルをローカルへ保存してください。

Aのみ

CSVで一括更新する場合

STEP4



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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コンテンツリスト画面に戻り、「一括更新」ボタンをク
リックして「コンテンツ一括更新」画面へ遷移します。

「ファイルを選択」ボタンをクリックし、編集したCSV
ファイルをアップロードします。アップロード後「一括更新」ボタンを
クリックすると「一括更新確認」画面へ遷移しますので内容を
確認し、「一括更新」ボタンをクリックして実行します。
※CSVファイルに不備がある場合、ここでエラーメッセージが表
示されますので今一度CSVファイルを確認ください。

 「コンテンツ一括更新完了」画面に遷移しますの
で、「一覧に戻る」ボタンをクリックして「コンテンツリスト」画面に
戻ります。対象コンテンツのステータスは「公開中」がスクロール
表示されます。更新した公開先を端末側へ反映させるため再
公開を実施します。次ページ参照してください。

Aのみ

CSVで一括更新する場合

STEP5
STEP6

STEP7



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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先ほど編集したCSVファイルを開き、T列「command」 へ 「o」 を入力します。 ※command o =“公開”
編集が完了したらCSVファイルを再度ローカルへ保存してください。

Aのみ

CSVで一括更新する場合

STEP8



５． AI機能を利用可能とするコンテンツ公開先を設定する
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コンテンツリスト画面に戻り、「一括更新」ボタンをク
リックして「コンテンツ一括更新」画面へ遷移します。

 「ファイルを選択」ボタンをクリックし、command
編集したCSVファイルをアップロードします。
アップロード後「一括更新」ボタンをクリックすると「一括更新確
認」画面へ遷移しますので内容を確認し、「一括更新」ボタン
をクリックして実行します。

 「コンテンツ一括更新完了」画面に遷移しますの
で、「一覧に戻る」ボタンをクリックして「コンテンツリスト」画面に
戻ります。対象コンテンツのステータスが「公開中」（※スクロー
ル表示ではない）となっていれば更新作業の完了です。

Aのみ

CSVで一括更新する場合

STEP9 STEP10
STEP11



６． AI機能利用可能なグループを指定する
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AIチャット機能の利用を許可するグループを「AI利用可能グループ」へ追加します。

 コンテンツ管理システムのヘッダーメニュー「システ
ム」をマウスオーバーし、「AI設定」をクリックすると「AI設定」画
面に遷移します。

「AI利用可能グループ選択」にて、AI機能の利用
を許可するをグループを設定します。「選択」ボタンをクリックして
ください。

「公開対象選択」画面に遷移しますので、AI機能
の利用を許可するグループを選択し、「設定」ボタンをクリックし
ます。

STEP1

STEP2

STEP3

A B
共通



６． AI機能利用可能なグループを指定する
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 AI設定画面に戻りますので、「AI利用可能グ
ループ選択」欄に対象のグループが追加されていることを確認し
「確認」ボタンをクリックしてください。

内容を確認し、問題ございませんでしたら「完了」
ボタンをクリックします。

画面左上に「AI設定を変更しました。」のメッセー
ジが表示されましたら設定完了です。

A B
共通

STEP4
STEP5

STEP6



７． アプリでAI機能を試してみる
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利用要件

権限

音声入力を利用する場合
・「Siri」が有効
・「マイク」が有効
・「音声認識」が有効

⇒無効である場合は、OSの設定画面より許可してください。

ネットワーク環境
オンライン環境
※新規に質問を行う場合、オフライン状態では利用できません。

アプリバージョン
Ver2.12.200 以上
※インハウスアプリご利用の場合は、Ver2.12.100以上

A B
共通

AppStore
「スマートカタログ」

https://apps.apple.com/jp/app/id454472725


７． アプリでAI機能を試してみる
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「新着コンテンツ」「マイライブラリ」「お気に
入り」各画面の右上に表示されるAIチャットアイ

コンをタップしてAIチャットを立ち上げます。

管理者が事前に登録した
質問内容のテンプレートを使用可能

管理者が事前に登録した
質問内容のテンプレートを使用可能

回答を生成するAIモデルを
質問の都度選択可能

質問文はキーボード／音声で入力可能
です。メッセージ入力エリアをタップしてキーボード

を表示し、質問文を入力します。

音声入力の場合、音声入力ボタンを
タップし「音声認識中」表示中に質問文を入力
します。入力終了後、質問文が送信されます。

 キーボード入力が完了しましたら「質問送
信」ボタンをタップします。音声入力の場合は質
問入力モード終了後、自動で送信されます。

質問を送信すると
回答生成がはじまります。

 回答文と参照コンテンツのサムネイルが表
示されます。サムネイルをタップするとコンテンツ

閲覧モードへ遷移します。

「戻る」ボタンをタップして
AIチャット画面に戻ることが可能です。

＜ 回答例 ＞

A B
共通

1 2 3 4

5 6 7



７． アプリでAI機能を試してみる
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質問イメージ

登録した文書から正しい情報を参照することで、精度の高い回答が得られます。

是非、スマートカタログのAIチャット機能をご活用ください！

スマートカタログ セキュリティ

NG

スマートカタログはどんなセキュリティ対策を
していますか？

OK

あいまいな質問は回答の精度が低くなる傾
向にあります。丁寧で具体的な質問により精
度の高い回答を得ることが可能です。

POINT

適切な回答を引き出すコツ！

○○を解決するためのアイデアを
△△個提案して。

〇〇〇〇向けにご案内する△△につ
いて、トークスクリプトを考えて。

○○の手順について、簡潔に箇
条書きで教えて。

○○と△△の製品について、それぞれ
の特徴と違いを教えて。

A B
共通

単語だけの質問文

人に尋ねるような質問文



(オプション機能)
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